
  

 

鬼小便り 笑顔のリレー No１８ 

 

 児童の皆さん、保護者様、暑い日が続きますがお元気ですか？ 

 夏休みも２週間が過ぎ、少々体がなまっている頃ではないでしょうか。学校はほぼ毎日

先生方が出勤され、研修会や会議など、頑張っておられますよ。児童の皆さんは宿題・お

手伝い・遊び？を頑張っていることでしょう。（保護者様はお疲れかもしれませんが） 

 さて、数年前までは夏休みには登校日があり、平和集会などを行う学校が多かったで

す。今も行っているところもあるようですが、鬼塚小学校では夏休みが短くなったことも

あり、登校日を設定していません。しかし、８月にはぜひ児童のみなさんに考えて欲しいことがあります。

それは、これまでの日本であった戦争のことです。昭和２０年８月６日の広島、９日の長崎におとされた

原子爆弾の犠牲になった人々のこと、第２次世界大戦中に空襲でなくなった人々のこと、また、よその

国に戦争に行き、戦死された人々のこと、そして、その戦争で命を奪われた外国の人々のこと。 

 命は奪われなくても、ケガをしたり、自分の家族や友達、そして将来の夢をなくしたりした人もいたは

ずです。動物や植物だって命を奪われたかもしれません。 

 悲しく、むなしい、だれも幸せになれないのが戦争です。そのようなことを２度と繰り返さないため

に、私達は学ばなければいけないと思います。今、日本では行われていない戦争も世界中にはあちこち

で紛争がおきています。上級生なら今も外国で起こっている戦争を知っているかもしれません。 

戦争はたくさんの命、その人の未来を奪う恐ろしいものです。でも、たくさんの犠牲が恐ろしいので

はないですよね。たった一人だとしても、その犠牲が自分の大切な家族だったらどうでしょうか。大好

きな人だったらどうでしょうか。どれほど苦しく、悲しいことか、考えるだけで辛いですよね。かけがえ

のない命、存在を大事に思う、そんな平和への学びが出来たらいいですね。 

下に７月の平和学習の感想(一部抜粋)を紹介します。ぜひ、この時期、ご家庭でも話題にしていただ

けたらと思います。 
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学校教育目標 笑顔いっぱいの学校づくり 

～温かい心で認め合い、目標に向かって挑戦する子どもの育成を目指して～ 

☆ １年生 「かわいそうなゾウ」の学習から 

・せんそう やらないで、ぞうさんをころしたくない。 

・かなしかったです。せんそうはだめとおもった。 

・せんそうがぞうをころして、みんながかなしくて、なきながらせんそうをやめたいと心のなかでおもってた。 

☆ ３年生 「大人になれなかった弟たち」の学習から 

・ぼくはこの話を聞いて、戦争をしたら人が死んでいくことを知りました。子どもが戦争で死んで大人になれ

なかったらかわいそうです。ぼくがそのころにいたらどんなにつらいことが分かった。（後略） 

 ☆ ４年生 「かわいそうなゾウ」を読んで 

・自分で死んでいくならしょうがないけど、人の都合に合わせ「動物を死なせていく」のはおかしな話だと思い

ます。一生けん命がんばっているのに、何も悪いことをしてないのに死なせられるのはとてもかわいそう。 

・戦争は本当にやったらダメなんだと思います。戦争はいろんなものを失うんだなあと思いました。ロシアと

ウクライナも、すぐ戦争を終わってほしいです。どうかすぐにやめてください。 


